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９月29日、朝日地域で六十里越街道トレッキングが開催されました。
1200 年の歴史を有する庄内地方と内陸を結ぶ街道を歩き、瀧水寺大
日坊の旧境内に立つ高さ 27ｍの風格ある巨木「皇壇の杉」を見学し
た後、山ぶどうジュース作り体験を楽しみました。

９月29日、朝日地域で六十里越街道トレッキングが開催されました。
1200 年の歴史を有する庄内地方と内陸を結ぶ街道を歩き、瀧水寺大
日坊の旧境内に立つ高さ 27ｍの風格ある巨木「皇壇の杉」を見学し
た後、山ぶどうジュース作り体験を楽しみました。
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議会の概要
平成３０年度決算を認定

補正予算、条例の一部改正等
３０件を審議

　

開
会
初
日
は
、
市
当
局
が
決
算
議

案
４
件
、
予
算
議
案
３
件
、
条
例
議

案
13
件
、
事
件
議
案
２
件
、
人
事
案

件
２
件
の
計
24
件
の
議
案
を
提
出

し
、
監
査
委
員
に
よ
る
決
算
審
査
意

見
書
の
説
明
の
後
、
各
会
派
を
代
表

し
て
５
人
の
議
員
が
総
括
質
問
を
行

い
ま
し
た
。

（
総
括
質
問
の
内
容
は
６
〜
７
頁
）

　

上
程
さ
れ
た
議
案
の
う
ち
、
議
第

１
１
２
号
か
ら
議
第
１
３
３
号
に
つ

い
て
、
決
算
議
案
は
決
算
特
別
委
員

会
に
、
予
算
議
案
は
予
算
特
別
委
員

会
に
、
条
例
及
び
事
件
議
案
は
所
管

の
常
任
委
員
会
に
付
託
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
第
１
３
４
号
及
び
議
第

１
３
５
号
の
２
件
を
審
議
し
、
表
決

の
結
果
、
全
員
賛
成
で
同
意
し
ま
し

た
。

（
人
事
案
件
の
内
容
は
下
段
）

 

５
日
、
６
日
、
９
日
の
３
日
間
、

市
当
局
に
対
し
て
一
般
質
問
を
行

い
、
22
人
の
議
員
が
市
政
全
般
に
つ

い
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

（
一
般
質
問
の
内
容
は
10
〜
15
頁
）

　

10
日
に
決
算
特
別
委
員
会
及
び
予

算
特
別
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

各
委
員
会
に
お
い
て
、
決
算
及
び
予

算
議
案
の
提
案
説
明
が
行
わ
れ
た
後
、

各
分
科
会
に
分
割
付
託
し
ま
し
た
。

　

11
日
に
総
務
、
13
日
に
市
民
文

教
、
17
日
に
厚
生
、
18
日
に
産
業
建

設
の
各
常
任
委
員
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た

条
例
及
び
事
件
議
案
の
審
査
を
行
い
、

決
算
特
別
委
員
会
分
科
会
及
び
予
算

特
別
委
員
会
分
科
会
で
は
、
決
算
及

び
予
算
議
案
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
総
務
常
任
委
員
会
で
は
、

付
託
さ
れ
て
い
た
請
願
の
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

（
委
員
会
審
査
の
内
容
は
８
〜
９
頁
）

　

25
日
の
本
会
議
で
は
、
市
当
局
が

議
第
１
１
６
号
に
つ
い
て
議
案
の
訂

正
を
提
出
し
、
提
案
説
明
の
後
、
質

疑
を
行
い
、
討
論
の
後
、
表
決
の
結

果
、
全
員
賛
成
で
承
認
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
意
見
書
提
出
を
求
め
る
請

願
第
２
号
に
つ
い
て
、
総
務
常
任
委

員
長
が
請
願
審
査
の
報
告
を
行
い
、

討
論
の
後
、
表
決
の
結
果
、
賛
成
少

数
で
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

（
討
論
の
内
容
は
５
頁
）

　

本
会
議
終
了
後
に
開
催
し
た
決
算

特
別
委
員
会
で
は
、
各
分
科
会
委
員

長
が
決
算
議
案
の
審
査
報
告
を
行

い
、
表
決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
議

第
１
１
２
号
か
ら
議
第
１
１
５
号
ま

で
を
可
決
及
び
認
定
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
予
算
特
別
委
員
会
を

開
催
し
、
各
分
科
会
委
員
長
が
予
算

議
案
の
審
査
報
告
を
行
い
、
表
決
の

結
果
、
全
員
賛
成
で
議
第
１
１
６
号

か
ら
議
第
１
１
８
号
ま
で
を
可
決
し

ま
し
た
。

　

議
会
最
終
日
の
26
日
、
議
員
提
出

の
議
会
第
16
号
か
ら
議
会
第
19
号
ま

で
の
意
見
書
４
件
を
審
議
し
、
表
決

の
結
果
、
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま

し
た
。

　

次
に
、
決
算
特
別
委
員
長
が
決
算

議
案
、
予
算
特
別
委
員
長
が
予
算
議

案
、
各
常
任
委
員
長
が
条
例
及
び
事

件
議
案
に
つ
い
て
の
審
査
報
告
を
行

い
ま
し
た
。
議
第
１
１
２
号
か
ら
議

第
１
１
５
号
ま
で
の
４
件
は
全
員
賛

成
で
可
決
及
び
認
定
、
議
第
１
１
６

号
か
ら
議
第
１
３
３
号
ま
で
の
う

ち
17
件
は
全
員
賛
成
で
可
決
、
議
第

１
２
６
号
は
討
論
の
後
、
表
決
の
結

果
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
追
加
議
案
と
し
て
、
市

当
局
が
議
第
１
３
６
号
を
提
出
し
、

表
決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
同
意
し

ま
し
た
。

（
人
事
案
件
の
内
容
は
同
段
）

　

最
後
に
、
高
速
交
通
等
対
策
特
別

委
員
長
、
議
会
改
革
特
別
委
員
長
及

び
人
口
減
少
・
地
域
活
性
化
対
策
特

別
委
員
長
が
中
間
報
告
を
行
い
ま
し

た
。

（
中
間
報
告
の
内
容
は
５
、
15
頁
）

市
当
局
が
議
案
を
提
出

５
人
が
総
括
質
問

各
常
任
委
員
会
を
開
催

決
算
・
予
算
議
案
等
を
審
査

議
案
の
訂
正
を
承
認

決
算
・
予
算
の
分
科
会
報
告

意
見
書
４
件
を
可
決

30
年
度
決
算
等
を
可
決
及
び
認
定

22
人
が
一
般
質
問

決
算
・
予
算
特
別
委
員
会
を

開
催
、提
案
趣
旨
を
説
明

　

９
月
定
例
会
は
９
月
３
日
に
開
会
し
、
市

当
局
が
24
件
の
議
案
を
提
出
し
ま
し
た
。
請

願
１
件
に
つ
い
て
は
、
所
管
の
常
任
委
員
会

に
付
託
し
ま
し
た
。

　

上
程
さ
れ
た
議
案
・
請
願
は
、
総
括
質
問
、

委
員
会
審
査
な
ど
の
後
、
議
員
提
出
の
意
見

書
４
件
を
含
め
て
審
議
し
、
24
日
間
の
会
期

を
経
て
、
９
月
26
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

（
議
案
・
請
願
の
内
容
と
審
議
結
果
は
３
頁
）

人
事
案
件
の
結
果

9月  定例会日程
本会議（総括質問）
本会議（一般質問）
決算・予算特別委員会
常任委員会
本会議
決算・予算特別委員会
本会議

３日
５・６・９日
10日
11・13・17・18日
25日

26日

鶴
岡
市
表
彰
条
例
に
基
づ
く
表
彰

　

阿
部　

信
矢  

氏
（
伊
勢
横
内
）

　

阿
部　

昇
司  

氏
（
渡
前
）

　

山
村　

久
子  

氏
（
日
出
一
丁
目
）

人
権
擁
護
委
員
候
補
者

　

奥
泉　

修
子  

氏
（
藤
島
）

　

叶
野　
　

勉  

氏
（
東
堀
越
）

　

五
十
嵐　

司  

氏
（
西
新
斎
町
）

鶴
岡
市
教
育
委
員
会
委
員

　

清
野　

康
子  

氏
（
睦
町
）
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太陽光発電の適切な導入に向けた制度設計と運用を求める意見書の提出について議会第16号 省　　略
水産業の体質強化を求める意見書の提出について議会第17号 省　　略
高齢者の安全運転支援と移動手段の確保を求める意見書の提出について議会第18号 省　　略
唯一の戦争被爆国にふさわしい核兵器廃絶に向けた努力に関する意見書の提出について議会第19号 省　　略

可　決
▼議員提出議案と審議結果
議案番号 議案名 審議結果付託委員会

可　決

10月からの消費税10％引上げの中止を求める請願請願第2号 総　　務

▼請願と審議結果
請願番号 請願件名 審議結果付託委員会

不採択
（賛成少数）

鶴岡市営羽黒山スキー場設置及び管理条例の一部改正について議第131号 産業建設
２日券を廃止するほか、スキー場の使用料を改めるもの

鶴岡市あさひ自然体験交流施設設置及び管理条例の一部改正について議第133号 産業建設
スキー場の利用料金基準額を改めるもの

平成30年度鶴岡市一般会計及び特別会計歳入歳出決算の認定について議第112号 決算特別
平成30年度鶴岡市病院事業会計決算の認定について議第113号 決算特別
平成30年度鶴岡市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について議第114号 決算特別
平成30年度鶴岡市下水道事業会計利益の処分及び決算の認定について議第115号 決算特別
令和元年度鶴岡市一般会計補正予算（第４号）議第116号 予算特別
令和元年度鶴岡市介護保険特別会計補正予算（第１号）議第117号 予算特別
令和元年度鶴岡市病院事業会計補正予算（第１号）議第118号 予算特別
鶴岡市市税条例等の一部改正について議第119号 総　　務
鶴岡市職員の分限の手続及び効果に関する条例等の一部改正について議第120号 総　　務

鶴岡市コミュニティセンター設置及び管理条例の一部改正について議第123号 市民文教
鶴岡市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正について議第124号 市民文教
鶴岡市消防手数料条例の一部改正について議第125号 市民文教

鶴岡市表彰条例に基づく表彰について議第134号 省　　略
人権擁護委員候補者の推薦について議第135号 省　　略
鶴岡市教育委員会委員の任命について議第136号 省　　略

鶴岡市高齢者福祉センター設置及び管理条例の一部改正について議第127号 厚　　生

鶴岡市手数料条例の一部改正について議第129号 産業建設
鶴岡市給水条例の一部改正について議第130号 産業建設

▼市長提出議案と審議結果
議案番号 議案名 審議結果付託委員会

鶴岡市本庁舎耐震補強工事請負契約の締結について議第121号 総　　務
当該工事について、鶴岡建設・菅睦建設特定建設工事共同企業体と12億6,500万円
で契約を締結するもの

鶴岡市農業経営者育成学校設置及び管理条例の制定について議第128号 産業建設

鶴岡市櫛引たらのきだいスキー場設置及び管理条例の一部改正について議第132号 産業建設
午前半日券及び午後半日券を廃止し、４時間券及びファミリー１日券を新設すると
ともに、スキー場の使用料を改めるもの

鶴岡市印鑑条例の一部改正について議第122号 市民文教

可　決

指定管理者の指定について議第126号 市民文教 可　決
（賛成多数）

可　決

認　定

同　意

可決及び認定

令和元年度鶴岡市一般会計補正予算（第３号）議第109号 省　　略
令和元年度鶴岡市下水道事業会計補正予算（第１号）議第110号 省　　略
財産の取得について（消防ポンプ自動車）議第111号 省　　略

可　決議案番号 議案名 審議結果付託委員会

可　決

　７月30日に７月臨時会を開催し、山形県沖地震に係る補正予算議案等
３件の審議を行い、全員賛成で可決しました。７月臨時会の概要
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定例会のポイント
９月定例会で審議された議案から
ピックアップして紹介します。

本会議
予算特別委員会に付託

予算特別委員会
市当局の説明、各分科会に分割付託

予算特別委員会産業建設分科会審査
質疑、討論、採決

本会議
市当局が議案の訂正、質疑、討論、採決

予算特別委員会審査
訂正された補正予算案の審査、採決

本会議
委員長の審査結果報告、質疑、討論、採決

市長が議案を提出
　老朽化した善寳寺所有のトイレの建替え費用に
対し、県と市合わせて３分の２を補助するものと
して、補正予算1,400万円が計上されました。付託
された予算特別委員会産業建設分科会において審
査が行われ、賛成少数で否決しました。
（委員会審査の内容は９頁）
　この結果を受け、市当局は25日の本会議におい
て、上程中の補正予算案から当該予算額1,400万円
を削除する「議案の訂正」を求め、これを承認し
ました。訂正された補正予算案は、議員全員で構
成する予算特別委員会の審査を経て、26日の本会
議において、可決しました。

善寳寺トイレ建替え補助金に反対の理由
①厳しい財政状況の中で補正予算に計上
する緊急性がない
②事業費の根拠となる資料が不足している
③政教分離の観点からも、慎重に検討
すべき
④３分の２という高い補助率に妥当性が
ない
⑤周辺も含めた全体的な整備構想を再検
討すべき

→以上の課題についても十分検討した上
で、当初予算に計上すべきである。

補正予算議案訂正

善寳寺公衆トイレ建替え
補助金1,400万円を削除

　所有者・管理者が不在のまま約10年間放置され
ていた旧ホテル雷屋については、周辺民家付近へ
設備部品が落下するなど、様々な問題が発生し、
これまで応急措置を15回実施しています。また、
地域住民の要望もあり、解体費負担について国や
県に対し相談・要望を行ってきました。
　このような状況の中、６月18日に山形県沖地震
が発生したことで地域住民の不安が一層高まりま
した。倒壊した場合は甚大な被害が想定されるこ
とから、略式代執行により解体することとし、
補正予算として１億8,079万円が計上され、全員賛
成で可決しました。
　今後は、特定空家等に認定した上で、12月に略
式代執行の公告、令和２年３月に除却工事着手を
予定しています。

補正予算

大型危険空き家除却費
１億8,079万円を可決

　市開発公社、市芸術文化協会の２者からなる「タ
クトつるおか共同企業体」を指定管理者に指定する
もので、期間は令和３年４月１日からの５年間で
す。指定管理の本質は人件費の削減にあり、また、
市民の声が届きにくくなるなどの反対討論の後、
賛成多数で可決しました。

荘銀タクト鶴岡
令和３年４月から指定管理へ

否決
（賛成少数）

承認
（全員賛成）

可決
（全員賛成）

可決
（全員賛成）

今
回
の
補
正
予
算
議
案
審
議
の
流
れ

今
回
の
補
正
予
算
議
案
審
議
の
流
れ

特定空家等の対応
　周辺環境に悪影響を及ぼしている空き家に
ついて、解体等の措置が必要と判断されたと
きは、「特定空家等」に認定し、所有者に対
して、指導・勧告・命令・代執行と段階的に
行います。所有者が不明、または、存在しな
い場合は略式代執行を行います。
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（討論の主なものを掲載します。）

討　論
表決の前に、提案された
議案に対して、賛成か

反対かの意見を表明します。

日
本
共
産
党
鶴
岡
市
議
団

デ
フ
レ
脱
却
前
の
消
費
税
増
税
は

経
済
に
破
壊
的
な
ダ
メ
ー
ジ

賛成

新
政
ク
ラ
ブ

全
世
代
型
社
会
保
障
の
充
実
と

安
定
の
た
め
引
上
げ
は
や
む
を
得
ず

反対

10
月
か
ら
の
消
費
税
10
％
引
上
げ
の
中
止
を
求
め
る
請
願

　

10
月
か
ら
の
消
費
税
増
税
は
、
景
気

悪
化
を
は
じ
め
事
業
者
の
事
務
負
担
や

混
乱
な
ど
、
過
去
２
回
の
増
税
と
は
桁

違
い
の
悪
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

京
都
大
学
大
学
院
教
授
で
２
０
１
２

年
か
ら
６
年
間
内
閣
官
房
参
与
を
務
め

た
藤
井
聡
氏
は
、
日
本
が
長
期
の
デ
フ

レ
に
陥
っ
た
の
は
バ
ブ
ル
崩
壊
で
落
ち

込
ん
だ
経
済
状
態
の
中
で
消
費
税
率

５
％
へ
の
引
上
げ
を
行
っ
た
た
め
で
あ

り
、
経
済
が
成
長
し
て
い
な
い
と
き
の

増
税
は
経
済
に
破
壊
的
な
ダ
メ
ー
ジ
を

も
た
ら
す
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
も
し

５
％
の
増
税
が
な
か
っ
た
ら
、
日
本
の

名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
現
在
の
５
５
０
兆
円
か

ら
８
５
２
兆
円
と
な
り
、
こ
の
場
合
の

税
収
は
90
兆
円
を
超
え
、
今
年
度
の
国

家
予
算
の
９
割
を
賄
う
こ
と
に
な
る
。

藤
井
氏
は
増
税
後
の
21
年
間
で
６
０
０

兆
円
以
上
の
税
収
を
喪
失
し
財
政
を
破

綻
さ
せ
た
の
は
消
費
税
増
税
で
あ
っ
た

と
指
摘
し
て
い
る
。

　

本
請
願
は
、
今
こ
の
時
期
に
増
税
す

べ
き
で
な
い
と
い
う
一
点
で
訴
え
て
お

り
、
10
月
増
税
直
前
の
市
議
会
に
お
い

て
正
し
い
判
断
を
下
す
た
め
、
本
請
願

に
賛
成
す
る
。

　

消
費
税
増
税
は
、
急
速
な
少
子
高
齢

化
が
進
む
中
、
持
続
可
能
な
社
会
保
障

制
度
を
構
築
し
次
世
代
に
引
き
渡
す
た

め
の
財
源
確
保
等
を
目
的
に
行
わ
れ
る
。

本
請
願
は
引
上
げ
時
期
を
重
要
視
し
て

お
り
、
引
上
げ
に
つ
い
て
は
一
定
の
理

解
が
広
が
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

消
費
税
の
税
収
は
子
ど
も
子
育
て
支
援

に
も
充
て
ら
れ
る
が
、
引
上
げ
に
反
対

し
た
場
合
、
10
月
か
ら
の
保
育
料
無
償

化
や
令
和
２
年
春
実
施
予
定
の
一
部
高

等
教
育
無
償
化
な
ど
の
財
源
確
保
が
困

難
に
な
る
。
ま
た
、
本
市
に
お
い
て
も
、

引
上
げ
に
よ
る
約
７
億
円
の
増
収
は
本

市
独
自
の
社
会
保
障
政
策
等
に
大
き
く

寄
与
す
る
。

　

９
月
１
日
付
け
日
本
経
済
新
聞
に
お

け
る
世
論
調
査
に
よ
れ
ば
、
引
上
げ
賛

成
は
49
％
と
反
対
の
44
％
を
上
回
っ
て

い
る
。
消
費
税
は
で
き
る
限
り
少
な
い

方
が
良
い
と
考
え
る
の
が
当
然
で
あ
る

中
で
こ
の
結
果
は
、
社
会
保
障
や
子
育

て
支
援
に
対
す
る
国
民
の
危
機
感
が
表

れ
た
も
の
と
考
え
る
。
全
世
代
型
社
会

保
障
の
充
実
と
安
定
化
の
た
め
、
10
月

か
ら
の
消
費
税
率
引
上
げ
は
や
む
を
得

な
い
と
考
え
る
。

　

本
委
員
会
で
は
、
平
成
29
年
12
月
に

新
た
な
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
て
以
降
、

「
生
産
年
齢
人
口
減
少
を
ど
う
食
い
止

め
る
か
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
下
、
調
査

活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

市
関
係
課
と
の
意
見
交
換
の
ほ
か
、

外
部
か
ら
講
師
を
招
き
、
本
市
の
人
口

減
少
や
施
策
の
現
状
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
地
域
活
性
化

に
取
り
組
む
自
治
会
や
県
外
就
職
の
多

い
鶴
岡
高
専
、
子
育
て
支
援
に
取
り
組

む
民
間
企
業
な
ど
、
多
く
の
方
々
の
ご

意
見
を
い
た
だ
き
、
実
態
を
把
握
す
る

と
と
も
に
課
題
の
整
理
を
行
い
ま
し
た
。

抽
出
さ
れ
た
課
題
を
基
に
市
に
対
す
る

提
案
事
項
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
、
こ

の
度
、
報
告
書
を
取
り
ま
と
め
、
９
月

25
日
に
市
長
に
提
言
を
行
って
い
ま
す
。

人
口
減
少
・
地
域
活
性
化
対
策
特
別
委
員
会

人
口
減
少
・
地
域
活
性
化
対
策
特
別
委
員
会

人
口
減
少
・
地
域
活
性
化
対
策
特
別
委
員
会

「
生
産
年
齢
人
口
減
少
へ
の
対
応
」
市
長
に
提
言

市長に報告書を提出

提案事項の概要
地元定着
中学生職場体験プログラムの見直し、高
校生の保護者に対する地元企業説明会
の開催、地元就職者対象の意識調査など
移住定住の促進
移住相談体制の強化、「森の保育」の認
証基準策定、同窓会やふるさと会との連
携によるプロモーション強化など
地域活性化
ICT化等による自治組織の労力軽減、地
域のリーダーを育成する研修の支援など

子育て支援＜保育・幼児期＞
病児・病後児保育の受入拡大、「森の保
育」等の特色ある保育の環境整備など
子育て支援＜児童期＞
放課後児童クラブの増設と従事者の処
遇改善、利用料金減額の検討など
多様な働き方
短時間勤務等の普及支援、テレワークや
Web会議等の環境整備など
情報発信
市及び市内企業の子育て支援施策の市
ＨＰ等での発信など

報告書は、
市議会ホームページで
公開しています。
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YouTube
「鶴岡市議会チャンネル」
本会議のライブ・録画配信を
行っています。

YouTube　鶴岡市議会

総括質問
市長提出議案に対して、
会派を代表して質問します。

各議員１項目について概要をお知らせします。

荘内病院と日本海総合病院の連携は
新政クラブ 阿部　寛 議員

議
員
　
最
上
地
方
町
村
会
・

庄
内
市
町
村
会
合
同
研
修
会

で
、
日
本
海
総
合
病
院
と
荘

内
病
院
の
合
併
の
話
が
出
て

い
た
。
人
口
減
少
が
急
速
に
進
行
す

る
中
、
荘
内
病
院
の
現
状
の
認
識
と

今
後
の
方
針
は
。

市
長
　
荘
内
病
院
は
庄
内
南
部
を
医

療
圏
と
し
、
高
度
専
門
医
療
、
急
性

期
医
療
、
救
急
医
療
を
担
う
基
幹
病

院
と
し
て
重
要
で
あ
り
、
経
営
改
善

は
喫
緊
の
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

日
本
海
総
合
病
院
と
は
こ
れ
ま
で
も

患
者
の
紹
介
な
ど
連
携
を
図
っ
て
い

る
一
方
、
救
急
医
療
に
お
い
て
は
、

鶴
岡
管
内
の
救
急
搬
送
の
約
9
割
が

市
内
の
医
療
機
関
に
搬
送
さ
れ
て
お

り
、
庄
内
南
部
地
域
で
ほ
ぼ
完
結
さ

れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
ア
ク
セ
ス

面
か
ら
見
て
も
急
性
期
医
療
を
提
供

す
る
医
療
機
関
は
地
域
に
と
っ
て
必

要
不
可
欠
と
考
え
る
。
日
本
海
総
合

病
院
と
は
今
後
も
外
来
診
療
等
の
連

携
協
力
を
推
進
し
、
市
民
が
求
め
る

医
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
適
切
な
医

療
協
力
体
制
の
構
築
に
努
め
た
い
。

他の質問
少
子
化
・
人
口
減
少
対
策
、

農
業
振
興

質問の全部は、議会ホームページ等で
公開している録画中継や会議録をご覧
ください。
原稿は質問した議員本人の責任におい
て執筆しています。

※会議録の公開には一定の期間を要します。

２年連続実質単年度収支赤字　財政見通しは
新政クラブ 小野寺　佳克 議員

議
員
　
普
通
会
計
の
実
質
単

年
度
収
支
は
10
億
円
の
赤
字

決
算
で
あ
る
。
将
来
的
に
続

く
と
思
わ
れ
る
歳
入
の
縮
減
、

歳
出
の
増
加
傾
向
に
加
え
、
自
然
災

害
対
応
や
防
災
対
策
費
な
ど
も
想
定

し
た
長
期
的
財
政
見
通
し
は
。

市
長
　
課
題
と
し
て
、
普
通
交
付
税

の
段
階
的
縮
減
に
よ
る
5
〜
6
億
円

の
歳
入
減
、
文
化
会
館
等
の
大
型
事

業
の
市
債
償
還
に
よ
る
約
15
億
円
の

公
債
費
増
加
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、

人
口
減
少
で
税
収
等
が
縮
小
す
る
中
、

社
会
保
障
等
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
、
公

共
施
設
の
老
朽
化
対
策
、
イ
ン
フ
ラ

維
持
等
の
課
題
も
更
に
大
き
く
な
る
。

今
後
の
投
資
事
業
は
将
来
負
担
も
考

慮
し
た
計
画
的
な
実
施
に
努
め
、
公

共
施
設
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ

り
計
画
的
に
適
正
管
理
し
て
い
く
。

歳
入
面
で
は
各
基
金
の
適
正
水
準
の

維
持
に
努
め
効
果
的
か
つ
計
画
的
に

活
用
す
る
。
人
口
動
態
な
ど
地
域
の

実
態
、
社
会
情
勢
や
国
・
県
の
動
向

も
把
握
し
な
が
ら
緊
張
感
を
持
っ
て

財
政
運
営
を
進
め
た
い
。

他の質問
地
震
の
被
害
対
応
、
観
光

振
興
策
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基幹産業「農業」の人材確保策
政友公明クラブ 富樫　正毅 議員

議
員
　
農
業
就
業
者
は
一
貫

し
て
減
少
し
高
齢
化
し
て
い

る
。
農
業
が
持
続
的
に
発
展

す
る
た
め
に
は
若
者
や
女
性
、

障
が
い
者
な
ど
多
彩
な
担
い
手
の
活

躍
が
不
可
欠
で
あ
り
、
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
ト
す
る
部
署
、
担
い
手
対
策
室
が

必
要
で
あ
る
。
担
い
手
確
保
策
は
最

重
要
課
題
で
あ
り
、
そ
の
対
策
が
求

め
ら
れ
る
が
、
見
解
は
。

市
長
　
本
市
の
農
業
従
事
者
は
毎
年

1
4
0
人
程
度
減
少
し
て
い
る
が
、

新
規
就
農
者
は
年
間
24
人
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
。
新
た
に
整
備
す
る
農
業

経
営
者
育
成
学
校
「
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｓ
」

に
よ
る
域
外
か
ら
の
新
規
就
農
に
加

え
、
親
元
就
農
支
援
に
も
取
り
組
み
、

担
い
手
の
育
成
・
確
保
を
加
速
す
る
。

農
業
は
高
齢
者
や
子
育
て
中
の
女
性
、

障
が
い
者
な
ど
多
様
な
人
材
が
生
き

生
き
と
働
く
こ
と
が
で
き
る
。
多
様

な
人
材
確
保
を
進
め
る
た
め
の
体
制

は
今
後
検
討
し
て
い
く
が
、
庁
内
の

横
断
的
連
携
と
合
わ
せ
、
担
い
手
対

策
室
の
設
置
に
つ
い
て
、
そ
の
必
要

性
な
ど
検
討
し
て
い
き
た
い
。

他の質問
災
害
対
策
、
国
際
観
光
都

市
、
持
続
可
能
な
自
治
体

経
営
な
ど

空き家、逃げ得はさせない　管理責任を追及
市民クラブ 石井　清則 議員

議
員
　
行
政
が
空
き
家
の
除

却
を
行
っ
た
場
合
、
そ
の
費

用
は
管
理
者
に
請
求
す
る
仕

組
み
と
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
多
く
の
場
合
、
費
用
回
収
は
困

難
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
状
況
を
放

置
す
れ
ば
、
過
去
に
作
ら
れ
た
個
人

及
び
法
人
の
財
産
の
除
却
に
、
こ
れ

か
ら
生
き
て
い
く
市
民
の
税
金
が
使

わ
れ
、
大
き
な
負
の
遺
産
に
な
る
。

こ
の
状
況
に
対
す
る
考
え
と
対
策
は
。

市
長
　
管
理
不
全
空
き
家
を
公
費
で

措
置
す
る
こ
と
は
、
今
回
の
旧
ホ
テ

ル
雷
屋
の
よ
う
に
責
任
を
取
ら
せ
る

相
手
が
い
な
い
こ
と
や
、
周
辺
へ
の

危
険
な
ど
、
状
況
を
十
分
に
検
討
し
、

慎
重
に
判
断
す
べ
き
と
考
え
る
。
法

に
基
づ
き
、
所
有
者
に
責
任
を
厳
し

く
追
及
し
て
い
く
姿
勢
を
崩
さ
ず
、

放
置
す
る
こ
と
が
管
理
者
の
利
益
に

つ
な
が
る
よ
う
な
逃
げ
得
に
な
ら
な

い
よ
う
検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、
国

や
県
に
対
し
、
所
有
責
任
を
よ
り
明

確
に
し
て
、
不
良
空
き
家
発
生
の
抑

制
に
有
効
な
法
制
度
や
財
政
支
援
制

度
の
拡
充
を
強
く
求
め
て
い
く
。

他の質問
旧
ホ
テ
ル
雷
屋
の
除
却
、

財
政
運
営
、
農
業
、
文
化

会
館
運
営

市長選公約で掲げた課題の達成状況は
日本共産党鶴岡市議団 加藤　鑛一 議員

議
員
　
皆
川
市
長
１
期
目
の

前
半
の
総
括
と
し
て
、
市
長

選
公
約
で
掲
げ
た
課
題
の
達

成
状
況
は
ど
う
か
。

市
長
　
文
化
会
館
で
は
、
第
三
者
専

門
委
員
に
よ
る
調
査
・
検
証
を
行
い
、

市
長
報
酬
３
割
カ
ッ
ト
や
関
係
幹
部

職
員
へ
の
訓
告
を
行
っ
た
。
ま
た
、

地
域
ま
ち
づ
く
り
未
来
基
金
を
創
設

し
、
三
瀬
地
区
で
は
駅
の
環
境
整
備

に
よ
る
魅
力
ア
ッ
プ
等
の
事
業
が
採

択
さ
れ
て
い
る
。
若
者
・
子
育
て
世

代
へ
の
支
援
と
し
て
、
若
者
・
子
育

て
世
代
応
援
推
進
室
を
設
置
し
た
ほ

か
、
第
３
子
以
降
の
給
食
費
無
償
化

を
進
め
て
い
る
。
農
業
で
は
、
小
規

模
な
機
械
設
備
の
補
助
制
度
を
創
設

し
た
。
高
齢
者
・
障
害
者
支
援
と
し

て
、
運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
者
へ

の
支
援
、
障
害
者
差
別
解
消
法
を
踏

ま
え
た
条
例
の
検
討
委
員
会
の
設
置
、

地
域
包
括
ケ
ア
推
進
室
の
設
置
を
行

っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
人
口
減
少
や

旧
町
村
の
活
性
化
、
地
方
創
生
の
モ

デ
ル
と
な
る
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か

ら
、
公
約
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

他の質問
山
形
県
沖
地
震
、
文
化
会

館
の
指
定
管
理
、
合
併
特

例
債
の
活
用

シ
　
　
ー
　
　
ズ
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（審査の主なものを掲載します。）

委員会審査
提出された議案をそれぞれ所管の
委員会に付託して審査します。

決
算
特
別
委
員
会

総
務
分
科
会

ふ
る
さ
と
寄
附
金
の
今
後
の
取
組
は

荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡
の
事
業
収
支
は

決
算
特
別
委
員
会

市
民
文
教
分
科
会

決
算
特
別
委
員
会

厚
生
分
科
会

空
き
家
の
応
急
措
置
の
内
容
は

防
災
行
政
無
線
の
整
備
状
況
は

高
齢
者
予
防
接
種
の
個
別
通
知
は

食
文
化
創
造
都
市
推
進
事
業
の
成
果
は

を
担
う
「
ふ
う
ど
ガ
イ
ド
」
の
成
長
と

活
躍
に
よ
り
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
展
開
が
順

調
な
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。
例
え
ば
、

ガ
イ
ド
提
案
の
旅
行
企
画
が
旅
行
代
理

店
に
採
用
さ
れ
る
件
数
も
増
え
て
い
る

こ
と
か
ら
、
今
後
、
食
や
食
文
化
を
切

り
口
に
し
た
新
た
な
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
発
展
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

　

市
民
意
識
の
醸
成
で
は
、
食
育
講
座

の
開
催
や
食
文
化
に
関
し
活
躍
し
て
い

る
方
を
ま
と
め
た
「
食
文
化
を
紡
ぐ

人
々
」
を
刊
行
し
、
市
内
の
小
学
５
年

生
全
員
に
配
付
し
た
。
こ
の
よ
う
な
取

組
を
通
じ
て
、
市
民
理
解
の
広
が
り
と

高
ま
り
を
感
じ
て
い
る
が
、
意
識
醸
成

に
は
、
な
お
時
間
を
要
す
る
も
の
と
捉

え
て
い
る
。

委
員　
空
き
家
対
策
事
業
に
つ
い
て
、

相
談
件
数
１
６
６
件
に
対
し
、
応
急
措

置
件
数
６
件
と
少
な
い
理
由
は
。

環
境
課
長　
所
有
者
が
い
る
場
合
は
、

所
有
者
の
責
任
で
適
正
に
管
理
す
る
よ

う
助
言
・
指
導
し
て
お
り
、
応
急
措
置

は
、
所
有
者
が
不
在
で
あ
り
台
風
等
で

瓦
の
落
下
や
壁
が
剥
が
れ
飛
散
す
る
お

そ
れ
が
あ
る
場
合
な
ど
、
周
辺
住
民
へ

の
危
険
が
切
迫
し
て
い
る
と
き
に
対
応

し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

委
員　
平
成
30
年
度
の
ふ
る
さ
と
寄
附

金
は
約
３
億
８
、
８
０
０
万
円
で
、
昨

年
度
よ
り
減
少
し
て
い
る
が
、
今
後
ど

の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

総
務
課
長　
本
市
は
、
前
年
度
比
で
63

％
の
寄
附
金
額
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
制

度
変
更
に
迅
速
に
対
応
し
、
大
幅
に
金

額
を
伸
ば
し
て
い
る
市
町
村
も
あ
る
。

約
３
０
０
品
目
の
返
礼
品
を
造
成
し
、

Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
き
た
が
、
目
玉
と
な
る

返
礼
品
の
Ｐ
Ｒ
が
不
足
し
て
い
た
と
感

じ
て
い
る
。
今
後
は
、
良
い
も
の
を
造

成
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
Ｐ
Ｒ
方
法

も
含
め
て
検
討
し
て
い
く
。

委
員　
同
事
業
は
、
本
市
重
要
施
策
の

一
つ
と
捉
え
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の

成
果
を
ど
う
総
括
し
、
今
後
ど
の
よ
う

に
反
映
さ
せ
て
い
く
の
か
。

食
文
化
創
造
都
市
推
進
課
長　
料
理
人

の
育
成
と
そ
の
意
識
啓
発
、
他
の
創
造

都
市
へ
の
派
遣
事
業
に
取
り
組
み
、
中

で
も
、
若
手
料
理
人
に
対
す
る
研
修
助

成
な
ど
は
先
進
的
な
取
組
と
し
て
、
全

国
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
交

流
を
促
進
す
る
取
組
と
し
て
は
、
「
ふ

う
ど
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
中
心
的
な
役
割

委
員　
荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡
に
つ
い
て
、

30
年
度
の
自
主
事
業
の
収
支
は
。

文
化
主
幹　
30
年
度
の
単
年
度
収
支
と

し
て
は
支
出
超
過
と
な
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
、
宝
塚
公
演
な
ど
の
大
型
公
演

の
チ
ケ
ッ
ト
販
売
を
29
年
度
に
行
っ
た

た
め
、
収
入
が
前
年
度
の
取
扱
い
と

な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
公
開
収
録
な
ど
、
無
料
公
演
も

実
施
す
る
中
で
、
実
質
的
な
事
業
収
支

は
、
黒
字
決
算
と
な
っ
て
い
る
。

委
員　
防
災
行
政
無
線
の
整
備
状
況
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、

不
感
地
帯
は
全
て
解
消
さ
れ
た
の
か
。

危
機
管
理
監　
30
年
度
に
、
各
コ
ミ
セ

ン
に
配
置
し
て
い
る
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー

型
の
移
動
系
防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て
、

約
１
億
１
、
９
０
０
万
円
の
整
備
工
事

費
で
デ
ジ
タ
ル
化
に
対
応
し
、
衛
星
携

帯
電
話
も
更
新
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ

り
、
移
動
系
の
不
感
地
帯
は
全
て
解
消

さ
れ
た
。

委
員　
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
の
個
別
通
知
の
廃
止
に
よ
り
、
接

種
率
が
下
が
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
今

後
、
個
別
通
知
を
出
す
予
定
は
。

健
康
課
長　
個
別
通
知
は
29
年
度
に
廃

止
し
た
が
、
大
き
な
混
乱
は
な
か
っ
た
。

受
診
者
数
も
一
度
減
少
し
た
も
の
の
、

30
年
度
に
は
約
６
０
０
人
増
加
に
転
じ

た
。
受
診
券
を
紛
失
し
再
発
行
の
手
続

き
を
す
る
方
が
多
く
、
保
険
証
で
の
住

所
確
認
で
接
種
で
き
る
よ
う
利
便
性
向

上
を
目
的
に
廃
止
し
た
も
の
で
あ
り
、

今
後
も
個
別
通
知
を
出
す
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
。

え
方
も
あ
る
か
と
思
う
が
、
見
解
は
。

商
工
企
画
主
幹　
技
術
的
に
高
度
な
こ

と
も
審
査
基
準
の
一
つ
だ
が
、
コ
ン
テ

ス
ト
が
２
回
目
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

応
募
傾
向
と
し
て
、
技
術
的
に
熟
度
の

高
い
も
の
よ
り
比
較
的
ア
イ
デ
ア
に
近

い
も
の
が
多
か
っ
た
。
今
後
も
継
続
す

れ
ば
、
技
術
的
に
高
度
な
も
の
、
非
常

に
実
業
に
近
い
も
の
の
応
募
も
期
待
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
回
数
を
重
ね
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
な
お
、
技
術
の
高
度
化

の
観
点
で
は
、
卓
越
技
能
者
表
彰
制
度

を
設
け
て
技
術
者
を
表
彰
し
て
お
り
、

両
軸
併
せ
て
取
組
を
進
め
て
い
き
た
い
。

委
員　
下
水
道
資
源
の
有
効
活
用
に
よ

る
循
環
型
社
会
へ
の
貢
献
を
目
指
し
取

り
組
ん
で
い
る
ビ
ス
ト
ロ
下
水
道
に
つ

い
て
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
等
の
農
作
物
栽
培

を
行
っ
て
い
る
が
、
今
後
の
展
望
は
。

委
員　
特
定
不
妊
治
療
費
の
費
用
助
成

事
業
に
つ
い
て
、
平
成
29
年
度
よ
り
件

数
も
増
え
、
利
用
促
進
が
図
ら
れ
て
い

る
と
思
う
が
、
啓
発
の
取
組
と
成
果
は
。

健
康
課
長　
婚
姻
届
時
に
助
成
案
内
を

行
う
ほ
か
、
産
科
医
療
機
関
へ
も
周
知

し
て
い
る
。
助
成
事
業
利
用
者
が
妊
娠
、

出
産
に
至
っ
た
割
合
は
４
割
弱
で
あ
る
。

委
員　
荘
内
病
院
の
医
師
不
足
の
現
状

と
医
師
確
保
の
た
め
の
取
組
は
。

荘
内
病
院
総
務
課
長　
現
在
、
呼
吸
器

科
、
呼
吸
器
外
科
、
心
臓
血
管
外
科
等

で
常
勤
医
が
不
在
で
あ
る
。
医
師
確
保

の
取
組
と
し
て
は
、
修
学
資
金
貸
与
、

実
習
医
学
生
の
受
入
れ
、
オ
ー
プ
ン
ホ

ス
ピ
タ
ル
の
開
催
等
を
行
っ
て
い
る
。

山
形
大
学
や
新
潟
大
学
等
、
大
学
へ
の

医
師
派
遣
の
要
望
が
最
重
要
と
考
え
て

お
り
、
様
々
な
機
会
を
捉
え
て
働
き
掛

け
を
強
め
て
い
る
。

委
員　
同
事
業
は
、
創
業
の
機
運
を
醸

成
す
る
ほ
か
、
も
の
づ
く
り
の
視
点
で

産
業
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
と
い
う
考

下
水
道
課
長　
産
学
官
共
同
研
究
体
制

を
組
み
、
廃
熱
を
利
用
し
た
ハ
ウ
ス
栽

培
や
飼
料
用
米
の
研
究
に
携
わ
っ
た
こ

と
が
国
土
交
通
省
に
評
価
さ
れ
、
全
国

の
モ
デ
ル
的
な
拠
点
に
認
め
ら
れ
た
。

今
後
は
水
産
業
へ
の
利
用
も
視
野
に
入

れ
検
討
を
進
め
て
お
り
、
鮎
の
養
殖
試

験
に
も
着
手
し
て
い
る
。

委
員　
同
事
業
の
今
後
の
方
向
性
は
。

ま
た
、
養
蚕
業
の
自
立
に
向
け
て
桑
園

の
拡
大
は
必
要
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

農
政
課
長　
10
年
間
の
事
業
計
画
を
策

定
し
進
め
て
い
る
が
、
最
初
は
市
が
支

援
し
な
が
ら
、
少
し
ず
つ
繭
の
生
産
を

増
や
し
収
入
を
確
保
す
る
こ
と
で
、
８

年
後
に
は
自
立
し
て
事
業
を
継
続
し
て

い
け
る
よ
う
に
し
た
い
。
ま
た
、
規
模

拡
大
に
あ
た
っ
て
桑
園
整
備
の
必
要
性

は
認
識
し
て
お
り
、
近
隣
の
耕
作
放
棄

地
で
農
薬
の
影
響
を
受
け
な
い
場
所
を

選
ん
で
桑
園
と
し
て
整
備
し
て
お
り
、

引
き
続
き
３
〜
４
年
か
け
て
整
備
し
て

い
き
た
い
。

委
員　
旧
ホ
テ
ル
雷
屋
の
除
却
に
つ
い

て
、
当
該
建
築
物
の
所
有
権
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。
ま
た
、
建
築
物
の
ど
の

部
分
を
除
却
す
る
予
定
か
。

建
築
課
長　
建
物
は
法
人
所
有
と
な
っ

て
い
る
が
、
19
年
に
倒
産
し
、
現
在
は

所
有
者
が
存
在
し
な
い
た
め
、
略
式
代

執
行
で
対
応
す
る
。
今
回
解
体
す
る
建

物
は
、
特
定
空
家
等
と
認
定
し
た
本
館
、

社
員
寮
、
倉
庫
、
渡
り
廊
下
の
４
棟
で
、

別
敷
地
の
浴
場
棟
は
直
ち
に
解
体
す
る

対
象
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
解
体
す
る

際
は
、
急
斜
面
に
立
地
し
て
い
る
た
め
、

地
盤
の
安
定
を
考
え
、
杭
や
基
礎
等
は

残
す
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

委
員　
公
衆
ト
イ
レ
整
備
に
反
対
す
る

も
の
で
は
な
い
が
、
緊
急
性
を
要
し
な

い
中
、
補
正
予
算
で
計
上
す
る
理
由
は
。

商
工
観
光
部
長　
善
寳
寺
と
の
調
整
に

時
間
を
要
し
た
も
の
で
あ
り
、
観
光
客

等
の
た
め
に
優
先
整
備
を
望
む
意
見
が

あ
っ
た
ほ
か
、
県
の
補
助
金
を
活
用
で

き
る
目
途
が
つ
い
た
た
め
で
あ
る
。

委
員　
総
事
業
費
の
３
分
の
２
も
交
付

す
る
妥
当
性
と
根
拠
は
。

商
工
観
光
部
長　
善
寳
寺
は
、
年
間
約

15
万
人
の
観
光
客
が
見
込
ま
れ
、
５
月

に
日
本
遺
産
の
構
成
文
化
財
に
認
定
さ

れ
た
こ
と
で
、
誘
客
の
拡
大
が
見
込
ま

れ
る
重
要
な
観
光
施
設
で
あ
る
こ
と
も

考
慮
し
た
。
補
助
割
合
は
、
国
や
県
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
等
の
受
入
態
勢
整
備
に

係
る
補
助
金
等
の
多
く
が
３
分
の
２
を

補
助
し
て
お
り
、
こ
れ
を
参
考
と
し
た
。

荘銀タクト鶴岡開館記念事業荘銀タクト鶴岡開館記念事業

移動系防災行政無線と衛星携帯電話移動系防災行政無線と衛星携帯電話
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決
算
特
別
委
員
会

産
業
建
設
分
科
会

予
算
特
別
委
員
会

産
業
建
設
分
科
会

特
定
不
妊
治
療
費
の
支
援
の
成
果
は

医
師
不
足
の
現
状
及
び
今
後
の
取
組
は

ビ
ス
ト
ロ
下
水
道
の
今
後
の
展
望
は

所
有
者
不
在
空
き
家
除
却
の
内
容
は

養
蚕
環
境
整
備
実
証
事
業
の
方
向
性
は

善
寳
寺
公
衆
ト
イ
レ
整
備
の
妥
当
性
は

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
公

募
事
業
の
内
容
及
び
今
後
の
取
組
は

を
担
う
「
ふ
う
ど
ガ
イ
ド
」
の
成
長
と

活
躍
に
よ
り
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
展
開
が
順

調
な
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。
例
え
ば
、

ガ
イ
ド
提
案
の
旅
行
企
画
が
旅
行
代
理

店
に
採
用
さ
れ
る
件
数
も
増
え
て
い
る

こ
と
か
ら
、
今
後
、
食
や
食
文
化
を
切

り
口
に
し
た
新
た
な
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
発
展
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

　

市
民
意
識
の
醸
成
で
は
、
食
育
講
座

の
開
催
や
食
文
化
に
関
し
活
躍
し
て
い

る
方
を
ま
と
め
た
「
食
文
化
を
紡
ぐ

人
々
」
を
刊
行
し
、
市
内
の
小
学
５
年

生
全
員
に
配
付
し
た
。
こ
の
よ
う
な
取

組
を
通
じ
て
、
市
民
理
解
の
広
が
り
と

高
ま
り
を
感
じ
て
い
る
が
、
意
識
醸
成

に
は
、
な
お
時
間
を
要
す
る
も
の
と
捉

え
て
い
る
。

委
員　
空
き
家
対
策
事
業
に
つ
い
て
、

相
談
件
数
１
６
６
件
に
対
し
、
応
急
措

置
件
数
６
件
と
少
な
い
理
由
は
。

環
境
課
長　
所
有
者
が
い
る
場
合
は
、

所
有
者
の
責
任
で
適
正
に
管
理
す
る
よ

う
助
言
・
指
導
し
て
お
り
、
応
急
措
置

は
、
所
有
者
が
不
在
で
あ
り
台
風
等
で

瓦
の
落
下
や
壁
が
剥
が
れ
飛
散
す
る
お

そ
れ
が
あ
る
場
合
な
ど
、
周
辺
住
民
へ

の
危
険
が
切
迫
し
て
い
る
と
き
に
対
応

し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

委
員　
平
成
30
年
度
の
ふ
る
さ
と
寄
附

金
は
約
３
億
８
、
８
０
０
万
円
で
、
昨

年
度
よ
り
減
少
し
て
い
る
が
、
今
後
ど

の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

総
務
課
長　
本
市
は
、
前
年
度
比
で
63

％
の
寄
附
金
額
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
制

度
変
更
に
迅
速
に
対
応
し
、
大
幅
に
金

額
を
伸
ば
し
て
い
る
市
町
村
も
あ
る
。

約
３
０
０
品
目
の
返
礼
品
を
造
成
し
、

Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
き
た
が
、
目
玉
と
な
る

返
礼
品
の
Ｐ
Ｒ
が
不
足
し
て
い
た
と
感

じ
て
い
る
。
今
後
は
、
良
い
も
の
を
造

成
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
Ｐ
Ｒ
方
法

も
含
め
て
検
討
し
て
い
く
。

委
員　
同
事
業
は
、
本
市
重
要
施
策
の

一
つ
と
捉
え
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の

成
果
を
ど
う
総
括
し
、
今
後
ど
の
よ
う

に
反
映
さ
せ
て
い
く
の
か
。

食
文
化
創
造
都
市
推
進
課
長　
料
理
人

の
育
成
と
そ
の
意
識
啓
発
、
他
の
創
造

都
市
へ
の
派
遣
事
業
に
取
り
組
み
、
中

で
も
、
若
手
料
理
人
に
対
す
る
研
修
助

成
な
ど
は
先
進
的
な
取
組
と
し
て
、
全

国
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
交

流
を
促
進
す
る
取
組
と
し
て
は
、
「
ふ

う
ど
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
中
心
的
な
役
割

委
員　
荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡
に
つ
い
て
、

30
年
度
の
自
主
事
業
の
収
支
は
。

文
化
主
幹　
30
年
度
の
単
年
度
収
支
と

し
て
は
支
出
超
過
と
な
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
、
宝
塚
公
演
な
ど
の
大
型
公
演

の
チ
ケ
ッ
ト
販
売
を
29
年
度
に
行
っ
た

た
め
、
収
入
が
前
年
度
の
取
扱
い
と

な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
公
開
収
録
な
ど
、
無
料
公
演
も

実
施
す
る
中
で
、
実
質
的
な
事
業
収
支

は
、
黒
字
決
算
と
な
っ
て
い
る
。

委
員　
防
災
行
政
無
線
の
整
備
状
況
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、

不
感
地
帯
は
全
て
解
消
さ
れ
た
の
か
。

危
機
管
理
監　
30
年
度
に
、
各
コ
ミ
セ

ン
に
配
置
し
て
い
る
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー

型
の
移
動
系
防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て
、

約
１
億
１
、
９
０
０
万
円
の
整
備
工
事

費
で
デ
ジ
タ
ル
化
に
対
応
し
、
衛
星
携

帯
電
話
も
更
新
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ

り
、
移
動
系
の
不
感
地
帯
は
全
て
解
消

さ
れ
た
。

委
員　
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
の
個
別
通
知
の
廃
止
に
よ
り
、
接

種
率
が
下
が
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
今

後
、
個
別
通
知
を
出
す
予
定
は
。

健
康
課
長　
個
別
通
知
は
29
年
度
に
廃

止
し
た
が
、
大
き
な
混
乱
は
な
か
っ
た
。

受
診
者
数
も
一
度
減
少
し
た
も
の
の
、

30
年
度
に
は
約
６
０
０
人
増
加
に
転
じ

た
。
受
診
券
を
紛
失
し
再
発
行
の
手
続

き
を
す
る
方
が
多
く
、
保
険
証
で
の
住

所
確
認
で
接
種
で
き
る
よ
う
利
便
性
向

上
を
目
的
に
廃
止
し
た
も
の
で
あ
り
、

今
後
も
個
別
通
知
を
出
す
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
。

え
方
も
あ
る
か
と
思
う
が
、
見
解
は
。

商
工
企
画
主
幹　
技
術
的
に
高
度
な
こ

と
も
審
査
基
準
の
一
つ
だ
が
、
コ
ン
テ

ス
ト
が
２
回
目
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

応
募
傾
向
と
し
て
、
技
術
的
に
熟
度
の

高
い
も
の
よ
り
比
較
的
ア
イ
デ
ア
に
近

い
も
の
が
多
か
っ
た
。
今
後
も
継
続
す

れ
ば
、
技
術
的
に
高
度
な
も
の
、
非
常

に
実
業
に
近
い
も
の
の
応
募
も
期
待
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
回
数
を
重
ね
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
な
お
、
技
術
の
高
度
化

の
観
点
で
は
、
卓
越
技
能
者
表
彰
制
度

を
設
け
て
技
術
者
を
表
彰
し
て
お
り
、

両
軸
併
せ
て
取
組
を
進
め
て
い
き
た
い
。

委
員　
下
水
道
資
源
の
有
効
活
用
に
よ

る
循
環
型
社
会
へ
の
貢
献
を
目
指
し
取

り
組
ん
で
い
る
ビ
ス
ト
ロ
下
水
道
に
つ

い
て
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
等
の
農
作
物
栽
培

を
行
っ
て
い
る
が
、
今
後
の
展
望
は
。

委
員　
特
定
不
妊
治
療
費
の
費
用
助
成

事
業
に
つ
い
て
、
平
成
29
年
度
よ
り
件

数
も
増
え
、
利
用
促
進
が
図
ら
れ
て
い

る
と
思
う
が
、
啓
発
の
取
組
と
成
果
は
。

健
康
課
長　
婚
姻
届
時
に
助
成
案
内
を

行
う
ほ
か
、
産
科
医
療
機
関
へ
も
周
知

し
て
い
る
。
助
成
事
業
利
用
者
が
妊
娠
、

出
産
に
至
っ
た
割
合
は
４
割
弱
で
あ
る
。

委
員　
荘
内
病
院
の
医
師
不
足
の
現
状

と
医
師
確
保
の
た
め
の
取
組
は
。

荘
内
病
院
総
務
課
長　
現
在
、
呼
吸
器

科
、
呼
吸
器
外
科
、
心
臓
血
管
外
科
等

で
常
勤
医
が
不
在
で
あ
る
。
医
師
確
保

の
取
組
と
し
て
は
、
修
学
資
金
貸
与
、

実
習
医
学
生
の
受
入
れ
、
オ
ー
プ
ン
ホ

ス
ピ
タ
ル
の
開
催
等
を
行
っ
て
い
る
。

山
形
大
学
や
新
潟
大
学
等
、
大
学
へ
の

医
師
派
遣
の
要
望
が
最
重
要
と
考
え
て

お
り
、
様
々
な
機
会
を
捉
え
て
働
き
掛

け
を
強
め
て
い
る
。

委
員　
同
事
業
は
、
創
業
の
機
運
を
醸

成
す
る
ほ
か
、
も
の
づ
く
り
の
視
点
で

産
業
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
と
い
う
考

下
水
道
課
長　
産
学
官
共
同
研
究
体
制

を
組
み
、
廃
熱
を
利
用
し
た
ハ
ウ
ス
栽

培
や
飼
料
用
米
の
研
究
に
携
わ
っ
た
こ

と
が
国
土
交
通
省
に
評
価
さ
れ
、
全
国

の
モ
デ
ル
的
な
拠
点
に
認
め
ら
れ
た
。

今
後
は
水
産
業
へ
の
利
用
も
視
野
に
入

れ
検
討
を
進
め
て
お
り
、
鮎
の
養
殖
試

験
に
も
着
手
し
て
い
る
。

委
員　
同
事
業
の
今
後
の
方
向
性
は
。

ま
た
、
養
蚕
業
の
自
立
に
向
け
て
桑
園

の
拡
大
は
必
要
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

農
政
課
長　
10
年
間
の
事
業
計
画
を
策

定
し
進
め
て
い
る
が
、
最
初
は
市
が
支

援
し
な
が
ら
、
少
し
ず
つ
繭
の
生
産
を

増
や
し
収
入
を
確
保
す
る
こ
と
で
、
８

年
後
に
は
自
立
し
て
事
業
を
継
続
し
て

い
け
る
よ
う
に
し
た
い
。
ま
た
、
規
模

拡
大
に
あ
た
っ
て
桑
園
整
備
の
必
要
性

は
認
識
し
て
お
り
、
近
隣
の
耕
作
放
棄

地
で
農
薬
の
影
響
を
受
け
な
い
場
所
を

選
ん
で
桑
園
と
し
て
整
備
し
て
お
り
、

引
き
続
き
３
〜
４
年
か
け
て
整
備
し
て

い
き
た
い
。

委
員　
旧
ホ
テ
ル
雷
屋
の
除
却
に
つ
い

て
、
当
該
建
築
物
の
所
有
権
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。
ま
た
、
建
築
物
の
ど
の

部
分
を
除
却
す
る
予
定
か
。

建
築
課
長　
建
物
は
法
人
所
有
と
な
っ

て
い
る
が
、
19
年
に
倒
産
し
、
現
在
は

所
有
者
が
存
在
し
な
い
た
め
、
略
式
代

執
行
で
対
応
す
る
。
今
回
解
体
す
る
建

物
は
、
特
定
空
家
等
と
認
定
し
た
本
館
、

社
員
寮
、
倉
庫
、
渡
り
廊
下
の
４
棟
で
、

別
敷
地
の
浴
場
棟
は
直
ち
に
解
体
す
る

対
象
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
解
体
す
る

際
は
、
急
斜
面
に
立
地
し
て
い
る
た
め
、

地
盤
の
安
定
を
考
え
、
杭
や
基
礎
等
は

残
す
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

委
員　
公
衆
ト
イ
レ
整
備
に
反
対
す
る

も
の
で
は
な
い
が
、
緊
急
性
を
要
し
な

い
中
、
補
正
予
算
で
計
上
す
る
理
由
は
。

商
工
観
光
部
長　
善
寳
寺
と
の
調
整
に

時
間
を
要
し
た
も
の
で
あ
り
、
観
光
客

等
の
た
め
に
優
先
整
備
を
望
む
意
見
が

あ
っ
た
ほ
か
、
県
の
補
助
金
を
活
用
で

き
る
目
途
が
つ
い
た
た
め
で
あ
る
。

委
員　
総
事
業
費
の
３
分
の
２
も
交
付

す
る
妥
当
性
と
根
拠
は
。

商
工
観
光
部
長　
善
寳
寺
は
、
年
間
約

15
万
人
の
観
光
客
が
見
込
ま
れ
、
５
月

に
日
本
遺
産
の
構
成
文
化
財
に
認
定
さ

れ
た
こ
と
で
、
誘
客
の
拡
大
が
見
込
ま

れ
る
重
要
な
観
光
施
設
で
あ
る
こ
と
も

考
慮
し
た
。
補
助
割
合
は
、
国
や
県
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
等
の
受
入
態
勢
整
備
に

係
る
補
助
金
等
の
多
く
が
３
分
の
２
を

補
助
し
て
お
り
、
こ
れ
を
参
考
と
し
た
。

第２回ビジネスプランコンテスト第２回ビジネスプランコンテスト
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市長提出議案に対して、
会派を代表して質問します。
各議員１項目について
概要をお知らせします。

YouTube
「鶴岡市議会チャンネル」
本会議のライブ・録画配信を行っています。

障害者差別解消推進条例は
共生社会を目指せ

佐　藤　博　幸 議員

議員　障害者差別解消支援地域協議会は共生社
会の実現のために重要な要件である。どのよう
に設置し、運営するのか。
健康福祉部長　既存の障害者施策推進協議会を
活用して設置し迅速適切な運営を検討している。
議員　ガイドライン対応要領を使い差別解消推
進条例を福祉教育の中に組み込む考えはないか。
教育長　福祉教育は重要であり、体験活動だけ
でなく教育活動全体を通じて取り組みたい。
議員　条例制定を公約としている市長の方針は。
市長　策定検討委員会でしっかり議論していた
だき全部署で認識を深め検討を進めていきたい。

他の質問 

なし

大山コミセンの
修繕と改築は

尾 　形　昌　彦 議員

議員　６月の地震で大きな被害を受けた大山コ
ミセンでは玄関部分に大きなひび割れが発生し、
ホールはゆがみ、ステージの傾きが一層ひどく
なった。改築の必要性がある中で修繕について
どのように考えているのか。また、改築のスケ
ジュールについて、現時点での考えは。
市民部長　改築の計画があるため、施設の修繕
は機能上、安全上支障がない範囲で最小限にと
どめている。改築については財政状況にもよる
が、令和３年度に設計、４年度の工事着手、６
年度供用開始を目途に、地元との協議など準備
を進めていきたい。

他の質問 

奨学金返済支援を含む奨学プログラムの構築、
地区防災計画と防災士育成

山形県沖地震による
観光への影響は

菅　原　一　浩 議員

議員　６月18日に発生した山形県沖地震による
全市的な観光への影響は。
商工観光部長　市内４温泉の６月から８月まで
の宿泊キャンセル数は６月末で計8,876件と聞
いている。７月の主要観光施設別の入込数の速
報値では、加茂水族館は約５万1,000人で前年同
月比 87.3%、羽黒山は約７万8,000人で前年同月
比 85.7%、鶴岡公園周辺では約９万6,000人で前
年同月比85.7%と、いずれも前年同月を下回って
いる状況である。市内全域において地震による
観光入込数が大幅に減少する深刻な影響があっ
たと認識している。

他の質問 

幼児教育無償化への対応、住宅リフォーム支援
事業の現状

一般質問
市政全般について考え方や方針などを

市当局に質問します。
各議員1項目について概要をお知らせします。

質問の全部は、議会ホームページ等で
公開している録画中継や会議録をご覧
ください。
原稿は質問した議員本人の責任におい
て執筆しています。

YouTube　鶴岡市議会

※会議録の公開には一定の期間を要します。
※統括質問を行った議員を除く20人の質問を掲載します。
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荘内病院経営改善に向けた
取組は

本　間　信　一 議員

議員　経営改善には、医薬品費、医療材料費等
の経費節減に加え、医療の質向上による診療報
酬加算取得を図るなど収入確保が求められる。
加算取得の方向性は。また、自治体病院ゆえに
不採算医療や高度医療を担っており、一般会計
からの繰入れが認められているが、その評価は。
荘内病院事務部長　平成30年４月に検体検査管
理加算、診療録管理体制加算等を取得し約 8,000
万円の増収となり、今後も積極的に取り組む。
繰入れは国の基準により市と協議の上決定して
おり、不採算医療を担う公立病院にとって繰入
金は健全な病院経営のため重要と考えている。

他の質問 

なし

夏季休業中の
小学校のプール開放状況は

本　間　正　芳 議員

議員　夏季休業中のプール開放と教職員の働き
方改革、温暖化対策の関連性は。
教育部長　夏季休業中のプール利用状況は開放
日数、回数とも減少している。プール開放は働
き方改革推進のため各校で見直しを図ってきた。
また、熱中症対策の事例紹介や助言を行った。
議員　プール利用の減少に伴い泳力低下が懸念
されるが、働き方改革を後退させないためにも
学校プールの民間管理について見解は。
教育部長　小中学校長会とも課題を共有し、意
見やニーズ等、情報を集積して、効率的な学校
プールの管理運営について検討していきたい。

他の質問 

まちなか居住拠点整備事業、放課後児童クラブ

地震発生時の防災無線
不良の原因と対策は

五十嵐　一　彦 議員

議員　鼠ヶ関の一次避難場所では市の防災無線
が全く聞こえない状態だった。原因と対策は。
危機管理監　地元住民説明会でも防災無線が聞
こえなかったとの意見を頂き、調査、検証を実
施した結果、機械的な故障は見られなかったが、
その後のテスト放送でも聞こえづらい、聞こえ
ないという声があり、多くの課題を残している。
屋外拡声子局の角度調整を行うことで一定の改
善は図られたが、当面は防災行政無線や携帯ア
プリへの災害情報の発信頻度を上げるなどの対
応をとりながら、将来的には屋内外問わず災害
情報が伝達できる新たな仕組みも検討していく。

他の質問 

瓦屋根修繕緊急支援事業、がれきの受入期間の
延長など

山形県沖地震を踏まえた
避難行動喚起対策は

石　塚　　　慶 議員

議員　三瀬地区のアンケートでは避難しない人
が約３割いた。特に自治組織主体で土砂災害等
も含め「早期避難宣言」すべきと思うが状況は。
危機管理監　藤島・櫛引地域の５地区１団体で
行っている。避難の意識付けで効果があり、警
察署と連携して自治組織を中心に啓発していく。
議員　防災行政無線の効果は限定的であり、ス
マートフォン等を活用した本市独自の避難情報
伝達手段を強化すべきと思うが、今後の対策は。
危機管理監　現在はＩＣＴを活用した情報伝達
手段等、多様化している。財政面を考慮しながら、
有効な方策について検討を進めたい。

他の質問 

被災後の支援、総合型地域スポーツクラブの活
動推進など
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鶴岡駅周辺の排水対策は

山　田　　　守 議員

議員　鶴岡駅周辺では近年、ゲリラ豪雨の発生
で冠水被害が発生している。排水対策は。
建設部長　駅前周辺の対策として、側溝断面不
足箇所の拡幅や新たな排水路整備が考えられる
が、広範囲にわたる大規模な施設改修が必要で
あり、直ちに改善することは難しい。関係機関
と協議、調整しながら検討していきたい。駅北
側周辺全体の整備計画完了は10年間を見込んで
いる。当面は、虹の広場公園周辺の排水対策と
して、放流先である青龍寺川の排水樋門の改良
に向け関係機関との調整や詳細設計を進め、早
ければ再来年から工事着手できるよう進める。

他の質問 

会計年度任用職員制度、ＲＰＡ導入検討の経過

犬・猫の致死処分ゼロに
向けた行政の補助は

長 谷 川　　剛 議員

議員　自治体を通じ保健所へ収容され致死処分
された件数は、平成30年度県内で犬１頭、猫
290 頭と徐々に減っているものの、致死処分を
回避できずにいる。また、飼い主の施設入所や
死去により放棄され、近隣住民から苦情が寄せ
られるケースも出ている。市として、不妊、去勢
手術に対する補助制度の創設は考えていないか。
健康福祉部長　動物愛護法の改正により飼い主
は、不妊、去勢手術等によって繁殖を制限する
ことが義務付けられた。飼い主の多くは適正に
飼育しており、まずは動物愛護法の順守の徹底
を啓発していきたい。

他の質問 

子育て支援策

荘内病院が市民の声を
生かす仕組みづくりは

坂　本　昌　栄 議員

議員　通院・入院患者の声だけでなく市民の声
を病院経営に直接生かす取組や仕組みづくりは
ない。地域包括ケア推進室で設置予定の市民委
員会を活用する考えはないか。
荘内病院事務部長　地域医療を考える市民委員
会では、地域医療の現状や課題について市民に
理解を深めてもらうとともに、荘内病院の現状
や課題についても取り上げることとし、現在、
地域包括ケア推進室が主となり、その設置につ
いて検討している。市民委員会での意見を病院
経営に生かし、病院運営の状況についても情報
発信していきたいと考えている。

他の質問 

セカンドオピニオンの対応と見解、荘内病院の
体制変更と中期経営計画

鶴岡駅北側地域への
小学校建設は

佐　藤　昌　哉 議員

議員　今年６月定例会で学校適正配置検討委員
会設置の質問に対し、教育長は、早急に各地域
の保護者や学校の考えを丁寧に聞き取ることか
ら始め、さらに、地域の方々や関係者の意向を
確認し適切な時期に学校適正配置検討委員会を
開催したいとしていたが、そのスケジュールは。
教育長　地域における人口推移等も踏まえ、学
校規模の適正化を図る視点も必要である。学区
の見直しは地域コミュニティに大きな影響を与
えるため、検討にあたっては、保護者、学校関
係者、地域の方々の意向も考慮した上で、学校
適正配置検討委員会の設置に向け準備していく。

他の質問 

朝暘第五小学校の建替え
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マリカ市民ホールの運営は

小　野　由　夫 議員

議員　運営実態と営業計画の作成は。また、職
員教育や利用料金の見直しについての考えは。
商工観光部長　平成30年度の稼働率は32％で、
産業振興センター全体の施設使用料は890万円、
市からは施設管理委託料 1,722 万円、修繕費59
万円、工事請負費98万円を支出している。具体
的な営業計画の作成等は求めていないが、現状
分析や課題共有を含め協議していきたい。職員
教育については、管理団体と連携し、職員の意
識向上、接遇改善に努めたい。料金は、他の公
共施設や類似施設とのバランス、維持管理コス
ト等を比較し、利用しやすい水準を検討する。

他の質問 

荘銀タクト鶴岡の運営、鶴岡駅前開発、市財政
の現状と問題点

「いじめを見逃さないまち」
にするために

田　中　　　宏 議員

議員　本市では初の「いじめ重大事態への対応
に係る対応委員会（第三者委員会）」が設置さ
れる。設置に至る経緯と今後のいじめ対策は。
教育長　複数児童によるいじめ事案が５月17日
に発生したと、20日に学校から教育委員会へ報
告があった。７月に入って不登校が連続30日を
超えたため重大事態と判断し、11 日に市長へ報
告した。今後、第三者委員会を設置し、事実関
係の解明、再発防止策、当該児童への支援、学
校や教育委員会の対応の妥当性等を調査する。
来年１月末までに、市内全ての小中学校で学校
いじめ防止基本方針が改定され運用予定である。

他の質問 

山形県沖地震での要配慮者への対応、信号機の
ない横断歩道での歩行者優先

縦割り行政の枠組みに
縛られない事業実施を

加 賀 山　　茂 議員

議員　市の事業の大半は縦割りの枠組みで実施
されているが、一般社会において枠組みは意識
されておらず、多面的要素が複雑に一体化した
中で融通性を持ちながら物事が動いている。社
会活動を行政の縦割りで一面的に捉えようとす
ることが妥当と言えるのか。融通性のある事業
の実施が必要と思うが、見解は。
企画部長　新総合計画で取り組む未来創造のプ
ロジェクトや地域まちづくり未来事業など、組
織の枠組みにとらわれず、庁内はもとより地域
住民との協働も含め、分野横断的に進めること
で大きな成果が期待できると考えている。

他の質問 

なし

大山コミセン改築の
基本的構想、改築場所は

菅　井　　　巌 議員

議員　財政状況にもよるが、令和６年度供用開
始をめどに改築したい旨の答弁があった。現在
の場所は地盤が悪いので建替えるなら別の場所
へとの声もある。現在、市が普通財産として管
理する旧鶴岡西高跡地を活用できないか。
市民部長　旧西高跡地は周辺施設と一体的に機
能し得る位置である一方、周辺道路が狭いため
車来館の利便性や、埋蔵文化財包蔵地のため調
査が必要であるなど、課題もある。改築場所に
ついては、地域活動の拠点施設としてより良い
施設となるよう大山自治会をはじめ、地区住民
と十分協議しながら検討したいと考える。

他の質問 

加齢性難聴への支援と補聴器購入補助、高齢者・
低所得世帯へのクーラー設置支援
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公文書管理条例の
検討状況は

草　島　進　一 議員

議員　公文書はその本質として市民のものであ
るという視点に立てば、条例において仕組みや
基準を定める必要があると考えるが、公文書管
理条例の検討状況は。
総務部長　昨年の新文化会館に関する第三者調
査・検証専門委員の答申を受け検討を進めてき
た。公文書は市民共有の知的資源であるという
認識を具現化するには条例の制定が有効と考え
られることなどを踏まえ、条例案策定に向け検
討を進めている。策定にあたっては、外部の有
識者や議会の意見を踏まえ、なるべく早い時期
に議会に提案できるよう検討していきたい。

他の質問 

水道水の水質

プラスチックごみ対策と
環境教育の取組は

中　沢　　　洋 議員

議員　膨大なプラスチックごみがあふれ、地球
環境を汚染し続けている。本市のプラスチック
ごみの排出量とリサイクルの実態は。
市民部長　平成30年度の排出量は、推計 5,245
ｔである。プラスチック製容器・包装類は80.7％、
ペットボトルは 99.6％がリサイクルに回され、
適切に処理、再利用が図られている。
議員　環境問題は、最重要の課題と考えるが、
学校における環境教育の取組は。
教育長　海岸漂着ごみの清掃活動や、講師を招
き環境学習を行った学校がある。今後も地域の
特性に応じた環境教育を推進していく。

他の質問 

全国海水浴場きれいな水質ランキング、生活困
窮者の葬式支援

文化会館の指定管理は
十分機能するのか

秋　葉　　　雄 議員

議員　文化会館の指定管理が他の指定管理と異
なる点は、ハード面だけではなくソフト面でも
卓越した専門性が求められる点である。自主事
業がどこまで進むのか、この形態で十分機能す
るのか、どのような見通しを持っているか。
教育部長　リスクを回避する方策として、専門
人材の確保及び職員の資質向上が重要であると
考えている。研修等の取組を継続し、専門性が
求められる部分については担当として関わる市
の職員の資質向上も必要である。また、運営主
体となる共同企業体内部の協議の場に市も関わ
り、意思の疎通を図り、運営状況を把握したい。

他の質問 

荘銀タクト鶴岡自主事業の推進、子どもの芸術
文化活動の振興など

買物弱者対策に
早期に取り組むべき

黒　井　浩　之 議員

議員　本市の買物弱者の現状をどのように認識
しているか。現状把握と将来予測をしっかり行
い、全国の事例研究などを進めて準備にとりか
かる必要があるのではないか。
企画部長　人口減少・高齢化の著しい中山間地
域等では日常の買物に不便を感じるケースが顕
著であり、平野部地域でも今後更に顕在化して
くる。地域ごとに実情が違うので、地域の計画
づくりにあわせて、買物環境の検討などを進め
ることが効果的と考える。関係課で意見交換も
行っており、買物環境に不安を抱える地域でも
安心して住み続けられる取組につなげていく。

他の質問 

運転免許証返納への支援策、ふるさと納税の現
状、税外収入増への取組
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※ＤＣ…デスティネーションキャンペーンの略。自治体と地域の観光事業者が
　　　　ＪＲグループと連携し、全国からの誘客を目指す大型観光キャンペーン。

議会改革特別委員会
　本委員会は、議会機能の充実・強化及び議会運
営の活性化に向けて検討することを目的に29年
12月に設置し、調査・検討を重ねている。
　ペーパーレス化による印刷コストの削減、情報
共有・伝達の即時化等を目的としたタブレット端
末の導入について、使用基準を策定し昨年12月定
例会から運用を開始した。
　新文化会館の建設工事に関する第三者調査・検
証専門委員会の答申を踏まえ、①公文書管理のあ
り方、②建設工事の契約変更のあり方、③市民への
説明のあり方、④大型事業等での特別委員会の設
置等について議長から諮問を受け、公文書管理条
例の策定の要請などを答申した。
　議員定数の検討のため新たに特別委員会を設置
することとし、名称や目的等について協議したほ
か、市民との対話・意見交換については、常任委
員会ごとに課題を選定し、開催することが望まし
いとの結論に達した。
　今後も、本市議会の機能強化と活性化に向け引
き続き鋭意検討、協議を進めていく。

高速交通等対策特別委員会
　９月10日に委員会を開催し、日沿道の進捗状況
や庄内空港、羽越本線の状況について市当局から
説明を受け、質疑・意見交換を行った。
　日沿道は、山形県側には今年度30億円の予算が
配分され、工事及び用地買収が進められるほか、
大岩川トンネルの掘削工事を継続する。
　庄内空港は、平成30年度の利用者数は39万人を
超え、順調に伸びている。また、今年８月にＬＣ
Ｃジェットスター・ジャパンが就航し、海外との
玄関口である成田空港と結ばれたことから、今後、
インバウンドや交流人口の拡大が一層期待されて
いる。
　羽越本線は、新潟駅における同一ホーム乗換え
が昨年４月に供用開始となり、時間短縮や利便性
向上が図られた。今秋に本番を迎えるＤＣ（※）
の効果も最大限活用しながら、庄内への誘客につ
なげていく。
　このほか、８月23日に国土交通省の関係者を講
師に招き、新潟県村上市議会と合同研修会を行い、
日沿道の早期全線開通に向けて理解を深めた。

議員定数について
ご意見を募集します
　令和元年６月に設置された議員定数等検討特
別委員会では、本市にふさわしい議員定数を検
討しています。今後の参考にさせていただくため、
市民の皆さんのご意見を募集しています。

バイオ研究はなぜ
鶴岡市に必要な事業なのか

渡　辺　洋　井 議員

議員　市の第２次総合計画の産業強化策の一つ
の方向として、サイエンスパークの拡張を視野
に入れ、バイオを核とした高度な産業集積を挙
げている。その必要性の根拠は。
企画部長　本市の雇用の創出や経済波及効果を
はじめ、市民の健康づくりや次代を担う人材育
成などで必要な取組である。
議員　バイオ研究は自然破壊につながる可能性
があり、成長戦略となり得ないのではないか。
企画部長　付加価値の高い地域産業や魅力ある
しごとづくりを促進することが、持続可能なま
ちづくりにつながると考えている。

他の質問 

公文書管理の現況と課題、３つの日本遺産の市
民向けガイドブックの発行

－意見書用紙に記入し、提出してください－

中 

間 

報 

告

募集期限　令和元年 11 月 30 日㈯まで
募集対象　本市在住の満 15 歳以上の方
　　　　　（平成 31 年４月２日現在）
意見書用紙設置場所
　・市役所本所及び各地域庁舎
　・各地域コミュニティセンター・
　　地域活動センター等
　・市内各高等学校等
提　　出　郵送、ファクス、メール
または直接、議会事務局へ提出してください。
　・FAX　  0235－25－2123
　・E-mail　gikai@city.tsuruoka.lg.jp
　※意見書用紙を設置している施設等に直接提
出しても結構です。

市議会ＨＰからダウン
ロードもできます
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市長提出議案に対して、
会派を代表して質問します。
各議員１項目について
概要をお知らせします。

視  察  報  告
先進的な施策を実施する

自治体等の視察を行っています。

総 務 常任委員会

邑　南　町

　邑南町は人口約１万人の島根県中央部にある自然
豊かな町である。 平成 23年から「攻め」のＡ級グル
メ構想と「守り」の日本一の子育て村構想からなる定
住プロジェクトを進めた結果、移住者が増え、  25年
から３年連続で社会動態が増加している。
　27年度の町へのＵＩＪターン者は 100 人で、特に
20代～30代の女性の移住者が全体の約４分の１を占

めるまでになっているのに加え、中心部だけでなく
周辺部にもＵＩＪターン者が増えている。
　中学校卒業までの医療費無料、第２子以降の保育
料完全無料の施策に加え、ドクターヘリによる救急
対応、学校図書室の充実、県立高校を存続させるため
に保護者の負担軽減や補習授業に現役東大生を講師
にするなど、特色のある子育て支援を行っており、
いずれの施策も人口減少が進む本市にとって参考に
なるものであった。

攻めと守りの定住プロジェクト攻めと守りの定住プロジェクト

７月１日

７月２日

７月３日

山口県山口市

島根県益田市

島根県邑南町

持続可能な公共交通の構築について

ICTを活用した持続可能な地域運営の
モデル構築について
「A級グルメ立町」（攻め）と「日本一の
子育て村構想」（守り）を核とした定住
促進プロジェクトについて

月　日 視 察 先 視 察 項 目

市民文教 常任委員会

まちテラス（糸満市）

　市民活動支援センター「まちテラス」を視察した。
所長は地元出身の31歳。
　世代を10年ごとに区切ってミニ会議を行い、最終
的に全体会議で市長への提言をまとめる「いといと
超会議」。 10代の会議にも中高生など15人が参加した
とは素晴らしい ！
　YouTube を活用して地域のお祭りや特色ある自治

会活動を発信する取組も参考になった。若年層を地
域とつなぎ、地元の魅力を知ってもらい、地元定着に
結びつけていこうとする数々の意欲的な取組に大き
な刺激を受けた。
　市民のまちづくり活動を支援する「市民提案型ま
ちづくり事業」は本市の「まち活」に相当する。 予算
規模の違いはあるが、事業の波及効果や若年層への
浸透という面では大変参考になった。  市民団体に寄
り添い、 支援していく姿勢に学んでいきたい。

若年層と地域をつなぎ地元定着へ若年層と地域をつなぎ地元定着へ

５月13日

５月14日

５月15日

沖縄県糸満市

沖縄県那覇市

沖縄県浦添市

市民活動支援センターまちテラスにつ
いて

自立支援事業（不登校児童・生徒）に
ついて

多目的屋内運動場について

月　日 視 察 先 視 察 項 目



17 つるおか市議会だより　令和元年9月定例会号18

厚 生 常任委員会

上田こども園（豊見城市）

　豊見城市では公立の上田こども園を現地視察した。
上田こども園・小学校・学童保育所が全て同一の建
物で、玄関は別に設置されている。 同一敷地内での
保育と小学校の一貫教育が行われているのが特徴で
ある。
　豊見城市は、土地面積が狭く交通の便もよく、若者
世代の移住者が年々増加しており、今後も増加が見

込まれているが、 保育士の確保が課題となっている。
これに対し、保育士の家賃半額補助を実施し、効果を
挙げている。 また、地域住民の子どもを見守る意識が
高く、地域での声かけなどがあると聞き、参考になっ
た。
　人口減少、少子化が深刻化する本市とは状況が異
なるものの、人口増による急激な変化に対応するた
めに新たな試みや改革に取り組む姿勢が、更なる移
住定住者の増加につながっていると感じた。

人口増に対応した子育て支援人口増に対応した子育て支援

５月８日

５月９日

５月10日

沖縄県宜野湾市

沖縄県名護市

沖縄県豊見城市

「美らがんじゅう体操（健康づくり
 支援事業）」の取組について
「第２次健康なご２１プラン」
 について
豊見城市子ども・子育て支援事業
について

月　日 視 察 先 視 察 項 目

産業建設 常任委員会

倉　敷　市

　倉敷市の「くらしき地域資源」の取組は、平成 24
年度に活性化協議会を設立、25年度は活性化推進条
例を施行、 26 年度には商工業活性化ビジョンを策定
し、あらゆる手法を駆使し、全市を挙げて取り組んで
いる。
　くらしき地域資源のポータルサイトでの情報発信
や老舗企業（創業100年以上）の顕彰、フェアの開催

等により、市内外に魅力を発信し認知度向上につな
げている。
　販路開拓としては、国際見本市への出展や地場産
品の販売促進を支援し地域経済の活性化を図る一方、
海外テストマーケティング支援や海外バイヤーの招
へい商談会等を通じた挑戦を支援する。
　これらの事業により、毎年10件ほどの特産品が発
掘されるほか、ふるさと納税では前年度から約５億
円増えるなどの効果が挙がっている。

地域資源を掘り起こし魅力発信地域資源を掘り起こし魅力発信

５月15日

５月16日

５月17日

岡山県美作市

兵庫県宍粟市

岡山県倉敷市

鳥獣被害対策の取組について

農地付き空き家の取組について

倉敷市地域資源活用促進事業について

月　日 視 察 先 視 察 項 目
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本 会 議
（一般質問）
議会運営委員会

本 会 議
（一般質問）

本 会 議
（一般質問）

総　務
常任委員会

市民文教
常任委員会

厚　生
常任委員会

産業建設
常任委員会

常任委員会
予　備　日

予算特別
委員会

議会運営
委員会

本 会 議
（表決・閉会）

本 会 議
（開会・総括質問）
予算特別委員会

※各会議の開会時刻は午前10時です。
　午後にわたる場合は１時間程度の休憩をはさみ再開します。
※日程は変更される場合がありますので、ご了承ください。

９月定例会を傍聴された方から
寄せられたご意見・ご感想（一部
抜粋）を紹介します。

・せっかく一問一答方式を取り入れて
再質問の機会もあるのだから、もっ
と突っ込んだ質問があると良い。

・市の改善すべき問題について話し合
っていた。市議会がどういう場なの
か知ることができて良かった。

◆
本
所
及
び
各
庁
舎
の
市
民
ロ
ビ
ー
、
鶴
岡
地
域

の
各
コ
ミ
セ
ン
、
図
書
館
本
館
に
お
い
て
、

会
議
録
が
閲
覧
で
き
ま
す
。

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
会
議
録
の
閲
覧
・
検
索
が

で
き
ま
す
。
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

〒997-8601  山形県鶴岡市馬場町9-25
電話  0235-25-2111　FAX  0235-25-2123
メールアドレス  gikai@city.tsuruoka. lg.jp
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議会を傍聴して
みませんか

編

集

後

記黒井浩之  　石塚 慶　 　 山田 守　　石井清則
本間新兵衛　　五十嵐一彦　　菅原一浩
（副議長）　　　（委員長）　　（副委員長）

請願・陳情 提出期限
11月26日㈫午後1時

 




